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の
な
い
対
応
に
追
わ
れ
て
い

ま
す
。
そ
ん
な
中
、
今
年
４

月
か
ら
年
収
３
８
０
万
円
未

満
の
層
を
対
象
に
授
業
料
減

免
と
給
付
型
奨
学
金
を
支
給

す
る
新
制
度
が
始
ま
り
ま
す

▼
低
所
得
層
の
進
学
率
向
上

と
「
少
子
化
対
策
」
を
名
目

に
し
た
施
策
で
す
が
、
多
く

の
中
間
所
得
層
に
と
っ
て
教

育
費
負
担
は
全
く
変
わ
ら

ず
、
逆
に
こ
れ
ま
で
授
業
料

減
免
が
受
け
ら
れ
て
い
た
学

生
に
対
す
る
予
算
が
打
ち
切

ら
れ
る
な
ど
、
学
生
・
父
母

の
間
に
分
断
を
生
み
出
す
こ

と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
▼
私
た

ち
が
毎
年
実
施
し
て
い
る
家

計
負
担
調
査
の
結
果
を
見
る

と
、
17
年
近
く
の
歳
月
を
か

け
て
教
育
資
金
を
積
立
て
い

る
親
御
さ
ん
が
約
70
％
に
上

る
と
と
も
に
、
下
宿
生
の
１

日
当
た
り
の
生
活
費
が
４
年

連
続
で
１
０
０
０
円
を
割
り

込
む
な
ど
、
学
生
・
父
母
の

厳
し
く
切
実
な
生
活
実
態
が

浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い
ま
す

▼
我
が
家
も
２
人
の
大
学
生

の
学
費
の
捻
出
に
苦
労
し
て

い
ま
す
が
、
今
の
若
者
世
代

が
親
世
代
に
な
っ
た
時
、
同

じ
思
い
を
抱
か
な
い
社
会
に

し
た
い
と
切
に
願
っ
て
い
ま

す
。 

（
Ｈ
Ｓ
）

新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大

の
影
響
で
社

会
全
体
が
不

安
に
包
ま
れ

る
中
、
大
学

も
卒
業
式
・

入
学
式
の
中

止
な
ど
前
例

TUBUYAKI

主
な
日
程

３月25日（水）	 	消費税・社会保障宣伝　	
18：00　四条烏丸

３月27日（金）	 	年金宣伝　18：30　西院
３月29日（日）	 	京丹後市長選挙勝利労働者決起集会　

10：00　アグリセンター大宮
４月５日（日）	 	消費税学習講演会　	

13：30　教文センター

最
賃
ア
ッ
プ
学
習
会

賃
上
げ
求
め
、シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル

畑鐵工所	門前早朝宣伝

春闘勝利決起集会（カシフジにて）

興亜陶業	社前での行動

新しいグッズで
アピール　　　

講演を聞きいる参加者

　20春闘第一次統一ストラ
イキの３月５日、JMITU京
滋地本はリレーストライキ
で決起しました。畑鐵工所
門前での早朝宣伝と門前ス
ト集会に始まり、10時10分
からの草津電機支部のスト
集会、神港精機支部の昼休
み集会、興亜陶業での社前
スト集会、そして夕方のカ
シフジ支部での地本合同の
決起集会と多彩な行動を展
開。スト行動には５支部・分
会が決起し、京都総評や滋
賀県労連の支援者33名を含
め延べ506名が行動に参加
しました。カシフジは６時
間の全員ストを打ち、昨日
の団交報告と会社回答に対
する「一言メッセージ」を
作成し、会社に切実な生活
実態や思いをぶつけます。

　JMITU通信産業本部京都支部は、月額２万9000
円以上、時間額250円以上の賃上げを求めて、３
月12日始業時から10時までのストライキで決起し
ました。NTT京都支店前でのスト突入集会には、
京都総評はじめ９組織24人が支援・激励に駆け付
け、にぎやかに宣伝・スト突入集会を行いました。

２
月
18
日
の
「
最
賃
ア

ッ
プ
ア
ク
シ
ョ
ン
２
０
２

０
学
習
会
」（
京
都
総
評
女

性
部
・
京
都
パ
ー
ト
非
常

勤
ネ
ッ
ト
共
催
）
に
は
、

例
年
の
倍
の
54
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
中
澤
秀
一
先

生
（
静
岡
県
立
大
学
准
教

授
）
の
講
演
で
は
、
生
活

大
幅
賃
上
げ
、労
働
条
件
改
善
、

最
賃
引
き
上
げ

最賃引き上げめざし、
学習会と宣伝行動

京
都
総
評
・
京
都
国
民
春
闘
共
闘
は
、
３
月
12
日
の
全
国
統
一

行
動
日
を
中
心
に
、「
20
春
闘
の
ヤ
マ
場
」
の
取
り
組
み
を
単
産

・
職
場
・
地
域
で
展
開
し
、「
大
幅
賃
上
げ
」「
賃
金
底
上
げ
」

「
労
働
条
件
改
善
」
な
ど
の
要
求
実
現
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
と
い
う
状
況
を
踏
ま
え
、
ス

ト
ラ
イ
キ
や
パ
レ
ー
ド
の
戦
術
変
更
な
ど
の
配
慮
を
し
な
が
ら
、

20
春
闘
勝
利
へ
の
取
り
組
み
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

昨
年
10
月
の
消
費
税
増
税
に
よ
る
景
気
の
悪
化
が
統
計
結
果
か

ら
も
明
ら
か
に
な
り
、
さ
ら
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

に
よ
る
影
響
も
あ
り
、
20
春
闘
は
大
変
厳
し
い
た
た
か
い
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
私
た
ち
労
働
者
・
市
民
の
暮
ら
し
の
悪

化
も
待
っ
た
な
し
の
状
態
で
す
。

単
産
・
職
場
・
地
域
で
、
20
春
闘
勝
利
へ
世
論
を
広
げ
、
い
っ

そ
う
奮
闘
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
す
。

ら
考
え
る
こ
と
が
重
要
と

説
明
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
こ
れ
か
ら
の
労
働
組

合
運
動
は
、
①
中
小
零
細

企
業
の
経
営
者
や
地
域
も

巻
き
込
ん
だ
運
動
、
②
未

組
織
の
非
正
規
労
働
者
と

の
連
帯
、
③
「
社
会
的
な

賃
金
闘
争
」
の
自
覚
が
重

要
で
あ
る
と
の
問
題
提
起

が
あ
り
ま
し
た
。

３
月
１
日
の
最
賃
ア
ッ

プ
宣
伝
行
動
（
四
条
河
原

町
）
で
は
、
シ
ー
ル
投
票

な
ど
も
行
い
、
エ
キ
タ
ス

京
都
の
メ
ン
バ
ー
か
ら

も
、
手
作
り
の
新
し
い
ア

ピ
ー
ル
グ
ッ
ズ
（
写
真
）

が
登
場
し
、
注
目
を
う
け

ま
し
た
。

実
態
調
査
の
目
的
と
結

果
、
そ
し
て
「
あ
た
り
ま

え
の
生
活
」
の
水
準
に
つ

い
て
、
①
生
命
維
持
に
必

要
な
衣
食
住
、
②
安
全
・

健
康
の
た
め
の
「
質
」、

③
「
人
間
関
係
」
に
よ
り

人
間
の
尊
厳
が
保
た
れ
て

い
る
こ
と
の
３
の
視
点
か

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
が
拡
大
す
る
中
、
京

都
府
内
各
地
で
も
発
症
が

確
認
さ
れ
、
市
中
で
の
感

染
拡
大
防
止
に
、
官
民
挙

げ
て
の
取
り
組
み
が
一
層

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
同

時
に
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
ビ

ジ
ネ
ス
の
急
激
な
冷
え
込

み
や
、
製
造
業
の
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
へ
の
打
撃
、

各
種
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
・

自
粛
、
学
校
等
の
休
校
な

化
が
広
が
る
状
況
の
も

と
、
国
が
打
ち
出
し
て
い

る
支
援
策
は
十
分
な
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

京
都
総
評
と
し
て
、
京

都
労
働
局
に
対
し
て
、
国

の
施
策
の
説
明
を
求
め
る

と
と
も
に
、
す
べ
て
の
労

働
者
の
賃
金
・
暮
ら
し
を

支
援
で
き
る
施
策
の
実
施

を
緊
急
要
請
し
ま
し
た
。

今
後
、
経
済
団
体
と
の

懇
談
・
聞
き
取
り
を
す
す

め
、
京
都
府
・
京
都
市
へ

の
要
請
な
ど
を
行
う
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

京
都
労
働
局
に
緊
急
要
請（
３
月
10
日
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
で

ど
を
契
機
に
、
景
気
の
冷

え
込
み
、
地
域
経
済
へ
の

打
撃
、
雇
用
と
生
活
の
悪

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ

京
滋
地
本

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ

通
信
産
業
本
部

京
都
支
部

求
め
て
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昨
年
発
覚
し
た
「
か
ん

ぽ
生
命　

不
適
正
営
業
」

は
、
そ
の
被
害
規
模
の
大

き
さ
と
高
齢
者
を
食
い
物

に
す
る
悪
質
な
手
法
で
、

こ
れ
ま
で
郵
便
局
が
培
っ

て
き
た
信
頼
を
崩
壊
さ
せ

た
。
本
書
は
、
そ
の
原
因

と
郵
政
グ
ル
ー
プ
の
内
情

に
迫
っ
た
も
の
で
あ
る
。

郵
便
局
を
信
頼
す
る
高

齢
者
を
〝
ゆ
る
キ
ャ
ラ
”

と
呼
び
、
法
や
社
内
規
定

の
抜
け
道
を
使
い
営
業
成

績
を
挙
げ
る
悪
質
販
売

員
。
そ
れ
を
助
長
さ
せ
た

の
は
営
業
手
当
偏
重
に
変

え
ら
れ
た
人
事
制
度
で
あ

り
、
ノ
ル
マ
至
上
主
義
の

管
理
体
制
で
社
員
を
激
し

い
競
争
に
晒
し
た
経
営
陣

で
あ
る
。

ノ
ル
マ
未
達
の
社
員

は
、
パ
ワ
ハ
ラ
ま
が
い
の

研
修
で
追
い
詰
め
ら
れ

た
。
私
た
ち
は
、
数
年
前

か
ら
こ
の
問
題
に
つ
い
て

現
場
の
声
を
も
と
に
是
正

を
求
め
て
き
た
が
、
会
社

の
姿
勢
が
改
ま
る
こ
と
は

な
か
っ
た
。

上
意
下
達
の
企
業
風
土

の
中
で
、
労
働
者
の
声
を

届
け
る
た
め
に
は
、
今
こ

そ
た
た
か
う
労
働
組
合
が

大
き
く
強
く
な
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
感
じ
る
。

樋
口
　
絡

郵
政
産
業
労
働
者
ユ
ニ
オ
ン
中
央
本
部

中
央
執
行
委
員

わたしの
オススメ

本 『
か
ん
ぽ
崩
壊
』

書名：『かんぽ崩壊』

出版社：朝日新聞出版

著者：朝日新聞経済部

定価：本体790円＋税

足を止めてパンフを手にとる市民

働
き
方
改
革
の
な
か
で

新
た
に
法
律
改
正
さ
れ
た

均
等
・
均
衡
待
遇
に
関
す

る
「
パ
ー
ト
・
有
期
法
」

と
「
改
正
派
遣
法
」
が
４

月
１
日
か
ら
施
行
と
な
り

ま
す
。
労
働
契
約
法
か
ら

２
０
条
を
削
除
し
、
パ
ー

ト
労
働
者
と
と
も
に
有
期

労
働
者
も
対
象
と
し
た

「
パ
ー
ト
・
有
期
法
」
に

ま
と
め
ま
し
た
。
同
一
企

業
内
で
働
く
「
正
社
員
」

と
「
パ
ー
ト
・
有
期
労
働

者
」
と
の
間
の
不
合
理
な

待
遇
差
（
労
働
条
件
の

差
）
の
解
消
が
求
め
や
す

①
の
場
合
、
派
遣
先
に
派

遣
元
へ
の
情
報
提
供
義
務

を
課
し
、
派
遣
労
働
者
は

派
遣
先
の
通
常
の
労
働
者

と
の
不
合
理
な
待
遇
差
の

解
消
を
派
遣
元
に
求
め
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
②
の

場
合
、
派
遣
労
働
者
の
過

半
数
代
表
と
の
書
面
に
よ

る
協
定
（
同
種
の
業
務
に

従
事
す
る
一
般
の
労
働
者

の
賃
金
と
同
等
以
上
で
あ

る
こ
と
、
公
正
な
評
価
の

結
果
を
勘
案
し
た
賃
金
決

定
で
あ
る
こ
と
、
賃
金
以

外
の
待
遇
に
つ
い
て
派
遣

元
の
正
規
雇
用
労
働
者
の

待
遇
と
比
較
し
て
不
合
理

で
な
い
こ
と
、
を
条
件
と

す
る
）
に
よ
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。
条
件
が
満
た

さ
れ
て
い
な
い
協
定
は
無

効
と
な
り
、
そ
の
場
合
は

①
の
原
則
が
適
用
と
な
り

ま
す
。

不
合
理
な
格
差
が

な
い
か
、総
点
検
を

今
回
の
改
正
で
重
要
な

点
は
、
労
働
者
は
自
分
の

待
遇
が
正
社
員
の
待
遇
と

異
な
る
場
合
に
そ
の
理
由

に
つ
い
て
使
用
者
に
説
明

を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
で
す
。
採
用
時
は
も

ち
ろ
ん
、
契
約
中
い
つ
で

も
要
求
で
き
ま
す
。
例
え

ば
、
正
社
員
に
は
通
勤
手

当
が
出
る
の
に
パ
ー
ト
や

有
期
に
は
支
給
が
な
い
場

合
に
は
、
パ
ー
ト
や
有
期

の
労
働
者
は
な
ぜ
自
分
に

は
支
給
が
な
い
の
か
の
説

明
を
求
め
る
こ
と
が
で

き
、
使
用
者
は
合
理
的
な

説
明
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
際
、「
パ
ー
ト
だ
か
ら

だ
」
な
ど
の
答
え
で
は
合

理
的
な
も
の
と
は
認
め
ら

れ
ま
せ
ん
。
合
理
的
な
理

由
を
説
明
で
き
な
け
れ

ば
、
パ
ー
ト
や
有
期
に
も

同
様
の
支
給
を
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

み
な
さ
ん
の
職
場
の
労

働
条
件
に
つ
い
て
、
雇
用

形
態
の
違
い
に
よ
っ
て
不

合
理
な
格
差
は
な
い
の

か
、
総
点
検
し
て
み
ま
し

ょ
う
。そ
し
て
、少
し
で
も

お
か
し
い
と
思
う
労
働
条

件
差
に
つ
い
て
は
、
使
用

者
に
説
明
を
求
め
、
合
理

的
な
の
か
点
検
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。
け
っ
し
て
十

分
と
は
い
え
ま
せ
ん
が
、

厚
生
労
働
省
が
作
成
し
た

「
同
一
労
働
同
一
賃
金
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
な
ど
を
使
っ

て
具
体
的
に
確
認
作
業
を

進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

不
合
理
な
待
遇
差
の

解
消
が
求
め
や
す
く 「

同
一
労
働
同
一

賃
金
」に
つ
い
て

「働き方改革」に
関心高く　　　

中
村
　
和
雄
（
弁
護
士
・
市
民
共
同
法
律
事
務
所
）

年
次
有
給
休
暇
の
５
日
取
得
の
義

務
化
、
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
、

同
一
労
働
同
一
賃
金
な
ど
働
き
方
や

働
く
ル
ー
ル
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る

中
、
広
く
市
民
・
労
働
者
に
「
働
き

方
」
を
考
え
る
機
会
を
と
、
２
月
14

日
、
京
都
市
役
所
前
の
地
下
街
「
ゼ

ス
ト
御
池
」
河
原
町
広
場
で
「
働
き

方
を
考
え
る
」
市
民
講
座
を
は
じ
め

て
開
催
し
ま
し
た
。

「
同
一
労
働
同
一
賃
金
」、「
残
業

時
間
規
制
・
年
次
有
給
休
暇
取
得
義

務
化
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
「
ミ
ニ
講

座
」
と
中
村
和
雄
弁
護
士
に
よ
る

「
働
き
方
公
開
講
座
」
を
実
施
。
ま

た
、
働
く
ル
ー
ル
や
労
働
組
合
紹
介

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
チ
ラ
シ
の
配
布

コ
ー
ナ
ー
、
無
料
労
働
相
談
ブ
ー
ス

を
つ
く
り
、
働
き
方
に
関
す
る
情
報

発
信
を
行
い
ま
し
た
。

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
チ
ラ
シ
が
次
々

と
な
く
な
り
、
足
を
止
め
て
ミ
ニ
講

座
に
参
加
す
る
方
な
ど
市
民
の
関
心

の
高
さ
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

切
実
な
労
働
相
談
が

12
件

「
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
で
の
労
働

相
談
に
来
て
く
れ
る
の
か
」
と
心
配

し
て
い
た
無
料
労
働
相
談
ブ
ー
ス
に

働 き 方 改 革

シリーズ ｜２｜

どう
どう

変わる
生かす

?
?

「
働
き
方
を
考
え
る
」市
民
講
座

は
、
次
々
と
相
談
者
が
訪
れ
、
相
談

員
も
び
っ
く
り
。
相
談
ブ
ー
ス
を
１

つ
増
や
し
て
対
応
し
ま
し
た
。「
賃

金
不
払
い
」
や
「
パ
ワ
ハ
ラ
」
な
ど

の
相
談
や
「『
う
ち
は
年
休
は
な

い
』
と
言
わ
れ
、
有
給
休
暇
が
取
れ

な
い
」
な
ど
12
人
の
方
か
ら
切
実
な

相
談
が
寄
せ
ら
れ
、
労
働
相
談
セ
ン

タ
ー
の
相
談
員
や
弁
護
士
が
対
応
し

ま
し
た
。
相
談
者
の
う
ち
１
人
が
労

働
組
合
に
加
入
し
ま
し
た
。

企
画
の
成
功
を
受
け
て
、
６
月
25

日
（
木
）
に
「
働
き
方
を
考
え
る
」

市
民
講
座
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２
を
ゼ
ス
ト
御

池
で
開
催
す
る
予
定
で
す
。

宮津地労協

宇城久地区労

宮津与謝
春闘要求交流会

オフィスユニオン
～�親しまれる地区労事務
所へのリノベーション

宮
津
与
謝
春
闘
委
員
会
結

成
と
要
求
交
流
集
会
を
２
月

20
日
に
開
催
し
、
20
春
闘
の

取
り
組
み
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

ま
し
た
。

20
春
闘
の
情
勢
と
課
題
の

学
習
会
の
あ
と
、
討
論
で

「
年
金
引
き
下
げ
違
憲
訴
訟

と
最
低
保
障
年
金
の
２
本
立

て
で
た
た
か
う
」（
年
金
者

組
合
）、「
消
費
税
増
税
後
は

仕
事
が
激
減
。
消
費
税
減
税

を
求
め
た
い
」（
京
建
労
）、

「
教
育
現
場
へ
の
変
形
労
働

時
間
制
の
導
入
を
阻
止
し
た

い
」（
与
謝
教
組
）な
ど
実
態

や
要
求
を
出
し
合
い
ま
し
た
。

ま
た
、
集
会
の
前
に
は
、

宮
津
の
ミ
ッ
プ
ル
前
で
20
春

闘
宣
伝
を
行
い
。
リ
レ
ー
ト

ー
ク
形
式
で
市
民
に
訴
え
ま

し
た
。

地
域
か
ら
「
賃
上
げ
・
賃

金
底
上
げ
」
を
求
め
る
世
論

を
つ
く
り
、
要
求
実
現
め
ざ

し
て
20
春
闘
の
取
り
組
み
を

す
す
め
ま
す
。

（
地
労
協
だ
よ
り
・
宮
津

与
謝
春
闘
ニ
ュ
ー
ス
よ
り
）

宇
城
久
地
区
労
四
大
行
事

の
う
ち
の
一
つ
、
山
宣
墓
前

所
の
奥
に
整
理
し
ま
し
た
。

フ
ロ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
に
木
製

の
机
と
本
棚
を
自
作
。
大
き

な
曇
り
ガ
ラ
ス
窓
か
ら
採
光

し
、
明
る
い
会
議
・
相
談
コ

ー
ナ
ー
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

カ
ウ
ン
タ
ー
席
も
あ
り
ま
す
。

事
務
所
を
「
オ
フ
ィ
ス
ユ

ニ
オ
ン
」
と
名
付
け
、
組
合

員
の
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
る

と
と
も
に
、
地
域
に
開
か
れ

た
場
と
し
て
活
用
し
て
い
く

つ
も
り
で
す
。

宇
城
久
地
区
労
議
長

�

本
庄
豊

親しまれる事務所に

20春闘リレー宣伝

労
働
組
合
の
姿
を

地
域
に
　
　
　
　

地区労協の
活動

祭
が
終
わ
り
、
そ
の
翌
日
か

ら
三
日
間
か
け
て
地
区
労
事

務
所
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に

挑
戦
。
初
日
は
い
ら
な
く
な

っ
た
文
書
類
と
の
格
闘
で
し

た
。
地
区
労
三
〇
年
史
を
ま

と
め
る
た
め
に
必
要
な
文
書

の
み
残
し
、
あ
と
は
リ
サ
イ

ク
ル
に
出
し
ま
し
た
。

二
日
目
は
土
曜
日
で
し
た

の
で
、
若
手
に
も
手
伝
っ
て

も
ら
い
、
ロ
ッ
カ
ー
を
事
務

2008年末のリーマンショック後の「派
遣切り・非正規切り」に対して、労働
組合を結成してたたかう労働者（JMIU
の組合員がモデル）の姿を描いた映画
「時の行路」。ぜひご覧ください。

時間 ４月18日・19日
両日とも
10：30~　13：30~

場所 京都教育文化センター

オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
で

は
じ
め
て
の「
市
民
講
座
」

く
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
派
遣
労
働

者
に
つ
い
て
は　

①

「
派
遣
先
の
労
働
者

と
の
均
等
・
均
衡
に

よ
る
待
遇
改
善
」
と

②
「
労
使
協
定
に
よ

る
一
定
水
準
を
充
た

す
待
遇
決
定
に
よ
る

待
遇
改
善
」
と
の
選

択
制
と
し
ま
し
た
。

開
催
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